
北広島ふるさと夢プロジェクト
「夢と希望を乗せて、ロケットを飛ばそう」
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夢と希望を乗せて  ロケットを飛ばそう

　10 月 20 日（木）、町内の小学校 6 年生を対象として、「北広島ふるさと夢プロジェ
クト　夢と希望を乗せて、ロケットを飛ばそう」を実施しました。民間企業として宇宙
開発事業を手がける㈱植松電機の植

うえまつ
松 努

つとむ
代表取締役を迎え、「思うは招く～夢があれ

ばなんでもできる～」と題した講演、モデルロケットの製作・打ち上げを行いました。

モデルロケット製作
1 人ひとりがオリジナルのロケットを製作。各小学校を横断した
グループで、仲間と協力しながら、真剣に取り組んでいました。

モデルロケット打ち上げ
発射ボタンを押すと、勢いよく上空 100 ｍ近くまで飛んでいきました。その光景を見つめる児童たちには
笑顔が輝き、歓声が上がっていました。

植松代表取締役の講演
周りから「どうせ無理」と言われても、
自分の夢を持ち、追い続けることの大
切さなどをお話しいただきました。
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山県郡小学校陸上記録会
　10 月 14 日（金）、千代田運動公園で、北広
島町・安芸太田町の５・６年生約 380 人が一
堂に会し、「平成 28 年度 山県郡小学校陸上記
録会」が行われました。児童たちはそれぞれの
目標に向かって、全員参加の 50 ｍ走、選択種
目の走り幅跳び、ソフトボール投げ、400 ｍ
リレーなどに挑戦。お互いに声援を送り、新記
録が多数生まれる記録会となりました。
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ソフトボール投げ

50 ｍ走

走り幅跳び 400 ｍリレー

入場行進
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決算まちの家計簿
平成 27 年度

平成 27年度北広島町一般会計と10の特別会計の総決算額は、
歳入 250億5,556万２千円、歳出245億6,024万７千円となり

歳入歳出差引は、プラス４億9,531万５千円となり、
翌年度への繰越し分を差し引いた実質収支はプラス３億6,270万5千円となりました。

今後も北広島町は、経費削減や歳入確保に努め、財政健全化に取り組んでいきます。

用語の説明（歳出・目的別）
議会費 町議会議員への報酬など／総
務費 選挙・企画・税・戸籍などの経費
／民生費 社会福祉・障害者・高齢者・
児童福祉などの経費／衛生費 環境対
策・保健事業などの経費／労働費 雇
用対策などの経費／農林水産業費 農
業・林業・水産業振興などの経費／商
工費 観光・商工業振興などの経費／
土木費 道路・河川・住宅整備・維持
などの経費／消防費 消防や火災予防
の経費／教育費 小中学校や公民館の
経費／災害復旧費 風雨や地震による
災害復旧の経費／公債費 借金返済の
経費／諸支出金 積立金や特別会計へ
の繰出金など

用語の説明（歳出・性質別）
人件費 職員の給料や各種委員の報酬など／扶助費 法や条例などにより被
扶助者に物品などを提供する経費／公債費 借金返済の経費／物件費 旅
費・消耗品・委託料などの経費／維持補修費 公共施設を維持する経費／
補助費等 補助金や負担金など／積立金 基金の積立金など／貸付金 財団
法人への貸付金など／繰出金 特別会計への繰出金／普通建設事業費 道
路整備などの事業費／災害復旧事業費 災害を受けた施設を復旧した事業費

一般会計歳入　１70億3,015万7千円　（前年比 2.7％増）

用語の説明（歳入）
町税 町が課税し徴収す
る税金／使用料・手数
料ほか 公共施設の使用
料など／地方譲与税、
各種交付金、地方交付
税、国庫支出金、県支
出金 国や県から交付さ
れるお金など／町債 道
路などを整備するため
の借金／その他 町有地
の貸付料、寄附金、貯
金からの繰入金、繰越
金など

自主財源 町が自前で調
達できる財源。多いほど
自主性や安定性が確保
できる。
依存財源 国や県から交
付されたり割り当てられ
たりする収入や借金。

町税
 ２7 億 3,066 万 9 千円（１6.0％）
使用料・手数料ほか

   1億 8,253 万円　  （1.1％）
地方譲与税
   2億2,826万5千円　 （1.3％）
各種交付金
   5億2,544万9千円　 （3.1％）
地方交付税
 67億8,642万9千円　（39.9％）

その他
 １2 億 6,062 万 3 千円　（7.4％）

町債
 24 億 6,629 万 8 千円　 （14.5％） 

県支出金
 １2 億 8,332 万円　 （7.5％）

国庫支出金
 15 億 6,657 万 4 千円　（9.2％）

41億 7,382 万 2 千円
　               （24.5％）

自主財源

依存財源
 128 億 5,633 万 5 千円
　　　　   　（75.5％）
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一般会計歳出　167億4,218万5千円　（前年比4.9％増）

議会費
      １億 2,325 万 7 千円（0.7％）
総務費
    20 億 7,859 万６千円（12.4％）
民生費
   ２8億2,357万6千円（16.9％）

衛生費
     ６億 4,782 万1千円（3.9％）
労働費
           1,081万 4 千円（０.1％）
農林水産業費
    １1億 5,531万５千円（6.9％）
商工費
     　　4 億 5,835 万円（2.7％） 

諸支出金
  26 億 6,969 万 4 千円（15.9％） 

公債費
  ２3 億 9,160 万1千円（14.3％） 

災害復旧費
           　916 万1千円（0.1％） 

教育費
 23 億 7,132 万1千円（14.2％） 

消防費
 11億1,391万1千円（6.6％） 

土木費
  　8 億 8,876 万 8 千円（5.3％） 

人件費
  ２7 億 8,651万円	 （16.6％）

扶助費
  １8 億 4,093 万円	 （11.0％）

公債費
  ２3 億 9,160 万1千円	（14.3％）

物件費
  １6 億 5,715 万 5 千円 	（ 9.9％） 

災害復旧事業費
916 万1千円（0.1％） 

普通建設事業費
 26 億 697 万円（15.5％） 

繰出金
 23 億 3,866 万 6 千円（14.0％） 

貸付金
1,224 万円（０．１％） 

積立金
 4 億 4,609 万1千円  （2.7％） 

補助費等
 22 億 354 万 7 千円（13.1％） 

維持補修費
 ４億 4,931万 4 千円  （2.7％） 

目的別

性質別

平成 27 年度 決算
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平成 27 年度 決算

会 計 名 歳　入 歳　出 説　明

国民健康保険 25 億 7,819 万1千円  24 億 8,302 万 5 千円 国民健康保険税が歳入の約 15.6％
４億 96 万 5 千円

下水道事業 7 億 6,712 万 9 千円 7 億 4,943 万 6 千円 使用料や手数料が歳入の約 24.7%
　　　　　　  １億 8,917 万 6 千円

農業集落排水事業 ３億 9,895 万 9 千円 ３億 8,644 万 3 千円 使用料や手数料が歳入の約 11.5%
4,587 万 3 千円

介護保険 ２7 億 8,086 万円 ２7 億 4,310 万1千円 保険料が歳入の約 18.0%
5 億170 万 2 千円

簡易水道事業 ３億 7,759 万 4 千円 ３億 7,154 万 5 千円 使用料や手数料が歳入の約 24.1％
9,115 万 8 千円

電気事業 5,531万 4 千円 4,674 万1千円 使用料や手数料が歳入の約 69.2％
3,829 万1千円

芸北財産区 353 万 3 千円 226 万 8 千円 諸支出金が歳出の約 83.7%
189 万 8 千円

診療所 １億 9,197 万 9 千円 １億 7,968 万円 診療収入が歳入の約 61.7％
１億1,854 万1千円

情報基盤整備事業 6 億 937 万６千円 5 億 9,536 万 8 千円 使用料や手数料が歳入の約 43.5%
2 億 6,531万1千円

後期高齢者医療 ２億 6,247 万円 ２億 6,045 万 5 千円
後期高齢者医療保険料が歳入の
約 60.2%

１億 5,798 万円

項　目 実質赤字比率 連結実質
赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

説明 一般会計などの
赤字の比率

全会計の
赤字の比率

一部事務組合を
含めた公債費の
一般会計などの
負担額の比率

第三セクターを
含めた
負債額の比率

公営企業ごとの
資金不足額の
事業規模に
対する割合

家計にたとえると
家計収入に
対する
赤字の割合

家族全体の
家計収入に対する
赤字の割合

家計収入に
対する
ローン返済額の
割合

将来分を含む家
計収入に対する、
将来の家計負担
額の割合

農業など本業
以外の他事業の
規模に対する、
他事業の資金
不足の割合

早期健全化基準 １３.31％ １８.31％ 25.0％ 350.0％ 20.0％

財政再生基準 20.0％ 30.0％ 35.0％ － －
北広島町
平成 27 年度決算 － － 16.7％ 88.1％ －

北広島町の評価 赤字比率なし 赤字比率なし 早期健全化
基準以下

早期健全化
基準以下

資金不足
比率なし

　地方公共団体の財政健全化に関する法律において、平成 19 年度から毎年、決算に基づく健全化判
断比率や資金不足比率の公表が、市町村に義務づけられています。数値が早期健全化基準を超えると
早期健全化団体となります。さらに財政再生基準も超えると、財政再生団体となり、国などの関与を
受けて再生しなければならなくなります。
　北広島町の平成 27 年度決算における健全化判断比率の算定結果は表のとおりで、いずれの数値も、
財政健全化計画の策定が必要となる早期健全化基準を下回っています。今後も、基準を超えることの
ないよう、財政の健全化を図っていきます。
問財政課 財政係　IP ☎０５０－５８１２－１８５９

特別会計決算  歳入 80 億 2,540 万 5 千円  歳出 78 億 1,806 万 2 千円 

平成 27 年度決算における健全化判断比率など
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北広島町財政事情の公表
平成 28 年度上半期

　平成 28 年度上半期（平成 28 年４月１日～９月30日）の北広島町の財政状況についてお知らせします。９月30日現在
の各会計別の執行状況、地方債（町の借金）の現在高、町有財産の状況は、表のとおりです。
　なお、各会計とも一時借入金（支払資金の不足を補うための借入金）はありません。
問財政課 財政係 IP ☎０５０－５８１２－１８５９

各会計別執行状況
会計名 現計予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 155 億 2,926 万 4 千円 74 億 158 万 1 千円 47.66% 54 億 1,218 万 4 千円 34.85%
国民健康保険特別会計 24 億 1,100 万円 9 億 1,837 万 8 千円 38.09% 10 億 2,804 万 8 千円 42.64%
下水道事業特別会計 7 億 1,000 万円 1 億 1,145 万 7 千円 15.70% 2 億 7,989 万 1 千円 39.42%
農業集落排水事業特別会計 3 億 7,300 万円 3,268 万 3 千円 8.76% 1 億 5,045 万 8 千円 40.34%
介護保険特別会計 28 億 3,500 万円 11 億 6,236 万 7 千円 41.00% 11 億 4,774 万 7 千円 40.48%
簡易水道事業特別会計 4 億 1,600 万円 4,247 万 1 千円 10.21% 1 億 6,200 万 6 千円 38.94%
電気事業特別会計 4,900 万円 2,667 万円 54.43% 2,236 万 7 千円 45.65%
芸北財産区特別会計 176 万円 130 万 3 千円 74.03% 3 万 9 千円 2.22%
診療所特別会計 1 億 9,120 万円 5,264 万 4 千円 27.53% 7,422 万 8 千円 38.82%
情報基盤整備事業特別会計 5 億 9,400 万円 1 億 3,010 万円 21.90% 2 億 4,920 万 3 千円 41.95%
後期高齢者医療特別会計 3 億 150 万円 7,186 万 7 千円 23.84% 1 億 2,022 万円 39.87%
＜水道事業会計＞

予算額（収入） 収入済額 収入率 予算額（支出） 支出済額 執行率
収益的収入・支出 1 億 8,785 万 4 千円 9,804 万 5 千円 52.19% 1 億 5,288 万 8 千円 4,628 万 2 千円 30.27%
資本的収入・支出 1 億 5,103 万 6 千円 0 円 0.00% 1 億 9,963 万 8 千円 2,080 万 7 千円 10.42%
＜北広島町豊平病院事業会計＞

予算額（収入） 収入済額 収入率 予算額（支出） 支出済額 執行率
収益的収入・支出 4 億 1,370 万 6 千円 2 億 6,276 万 9 千円 63.52% 4 億 1,370 万 6 千円 2 億 7,494 万円 66.46%
資本的収入・支出 5,810 万 6 千円 3,647 万 5 千円 62.77% 8,405 万 4 千円 2,894 万 2 千円 34.43%

地方債の現在高
会計名 現在高

一般会計 158 億 1,444 万 5 千円
下水道事業特別会計 38 億 7,222 万 4 千円
農業集落排水事業特別会計 23 億 8,602 万 8 千円
簡易水道事業特別会計 16 億 8,537 万 2 千円
電気事業特別会計 3 億 142 万 1 千円
診療所特別会計 256 万 3 千円
情報基盤整備事業特別会計 13 億 8,750 万 5 千円
水道事業会計 4 億 8,366 万 1 千円
北広島町豊平病院事業会計 8 億 2,840 万 3 千円

合計 267 億 6,162 万 2 千円

町有財産の状況（土地・建物）
区分 土地 建物

本庁舎 2 万 8,036㎡ 1 万 3,731㎡
その他の行政機関 消防施設 6,704㎡ 2,991㎡

公共用財産

学校 20 万 1,350㎡ 5 万 337㎡
公営住宅 6 万 544㎡ 2 万 3,629㎡
公園 35 万 1,797㎡ 1 万 8,447㎡
その他施設 146 万 4,137㎡ 7 万 7,518㎡

山林 4,737 万 2,902㎡ 0㎡
その他 143 万 402㎡ 3 万 598㎡

合　　　計 5,091 万 5,872㎡ 21 万 7,251㎡

基金残高の状況
会計名 現在高

財政調整基金 25 億 9,269 万 5 千円
減債基金 3 億 3,848 万 6 千円
地域振興基金 4 億 9,858 万 8 千円
地域活性化推進基金 3,416 万 9 千円
し尿処理施設改修等基金 2,355 万 6 千円
消防用施設等整備事業基金 541 万 9 千円
芸北高原こもれびの森林オーナー制度事業基金 681 万円
スノースポーツ振興基金 106 万円
国民健康保険財政調整基金 1 億 5,227 万 8 千円
介護給付費準備基金 1 億 1,003 万 1 千円
簡易水道事業財政調整基金 95 万 9 千円
電気事業基金 1,874 万 6 千円
芸北財産区基金 2,312 万 5 千円
情報基盤整備事業基金 19 万 7 千円
高額医療基金 300 万円
用品調達基金 257 万円
ふるさと基金 4,801 万 4 千円
過疎地域自立促進基金 4 億 91 万 3 千円
町有千代田住宅運営基金 2,000 万円

合計 42 億 8,061 万 6 千円
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北広島町
定住者の声

北広島町に移り住んで
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は
、
広
島
市
出
身
で
国
内
外
で

の
暮
ら
し
を
経
て
、
芸
北
へ
移
住
さ
れ

た
、
前ま
え
だ田 

芙ふ

さ紗
さ
ん
で
す
。

●
移
住
の
き
っ
か
け
は
？

宇
品
で
生
ま
れ
て
、
高
陽
で
育
ち
ま

し
た
。
大
学
卒
業
後
、
島
根
県
宍
道
町

の
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
で
研
修
生
と
し

て
１
年
間
勤
め
た
後
、タ
ス
マ
ニ
ア
へ
。

環
境
保
全
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
タ

ス
マ
ニ
ア
大
学
で
動
物
学
や
植
物
学
、

環
境
学
や
観
光
学
な
ど
を
総
合
的
に
勉

強
し
な
が
ら
約
６
年
滞
在
し
ま
し
た
。

帰
国
後
は
、
西
表
島
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
で
２
年
ほ
ど
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ガ

イ
ド
を
や
り
ま
し
た
。
去
年
広
島
に
帰

っ
て
来
た
時
に
可
部
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
行
っ
た
ら
、
た
ま
た
ま
コ
コ
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
中
国
山
地
自
然
史
研
究

会
）
が
職
員
を
募
集
し
て
い
て
。
町
営

住
宅
に
も
た
ま
た
ま
空
き
が
あ
っ
て

…
。
ご
縁
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
（
笑
）。

●
移
り
住
ん
だ
と
き
の
印
象
は
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
面
接
で
も
「
田
舎
だ
か
ら

不
便
だ
け
ど
、
大
丈
夫
か
？
」
と
聞
か

れ
た
ん
で
す
が
、
海
外
と
か
西
表
島
に

比
べ
た
ら
、
全
然
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
き
ま
し
た

が
、
北
広
島
町
、
大
好
き
で
す
。
世
界

中
で
見
て
き
た
よ
い
と
こ
ろ
、
す
ご
い

と
こ
ろ
を
北
広
島
町
に
持
ち
込
め
た
ら

面
白
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
お
仕
事
は
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
員
と
し
て
、
ふ
だ
ん
は

芸
北
の
八
幡
に
あ
る「
高
原
の
自
然
館
」

を
拠
点
に
、
観
察
会
や
研
究
・
保
全
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
芸
北
で
は
、
巣
箱
を
か
け

る
な
ど
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
全
活
動

が
20
年
ほ
ど
前
か
ら
続
い
て
い
て
、
そ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し

て
ま
す
。や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

●
移
住
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
み
な
さ
ん
気
を
使
っ
て
く
れ
て
、
新

米
と
か
野
菜
と
か
香
茸
と
か
、
い
ろ
い

ろ
く
だ
さ
る
ん
で
す
。人
の
優
し
さ
が
、

あ
っ
た
か
い
な
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
海
外
で
は
、
自
然
は
使
う
も

の
か
保
護
す
る
も
の
か
の
ど
ち
ら
か

で
、
保
護
の
立
場
に
立
つ
と
「
木
を
切

る
こ
と
＝
悪
」
で
す
が
、
日
本
は
自
然

の
恩
恵
を
も
ら
っ
て
有
効
に
使
い
な
が

ら
、
守
っ
て
ま
す
よ
ね
。
芸
北
の
「
せ

ど
や
ま
再
生
事
業
」
や
雲
月
山
の
山
焼

き
も
そ
う
で
す
。

そ
う
い
う
、
長
い
間
ず
っ
と
自
然
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
素
敵
だ
と

思
い
ま
す
。日
本
人
で
よ
か
っ
た
な
と
。

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

田
舎
な
ら
で
は
の
不
自
由
も
あ
る
と

思
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
を
楽
し
め
る
人

な
ら
大
丈
夫
か
な
と
。

た
と
え
ば
、
週
１
回
の
浜
田
ま
で
の

買
い
出
し
も
ド
ラ
イ
ブ
気
分
で
行
け
ば

楽
し
い
し
、
日
々
「
今
日
は
ど
ん
な
生

き
物
や
景
色
に
出
会
え
る
か
な
」
と
思

う
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
。
五
感
全
体
で

季
節
を
味
わ
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
１
年
中
楽
し
い
。
マ
イ
ペ
ー
ス
な
人

で
も
生
き
ら
れ
ま
す
よ
（
笑
）。

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
た
め
、

　
町
内
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
物
件

　
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

②
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　
る
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

　
い
た
だ
け
る
定
住
者
の
方
を
ご
紹
介

　
く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m

a
il sh

in
ko

u
@

to
w

n
. 

kitahiroshim
a.lg.jp

ブッポウソウ

8Public Relations Kitahiroshima
2016.12 



●�

移
住
・
定
住
の
た
め
の

　
「
長
笹
お
試
し
住
宅
」（
豊
平
）

　
お
試
し
住
宅
と
は
、
町
外
か
ら
移
住

を
検
討
し
て
い
る
人
が
、
移
住
後
の
日

常
生
活
を
体
感
す
る
た
め
に
一
定
期
間

居
住
す
る
住
宅
で
す
。
移
住
・
定
住
促

進
の
鍵
を
握
る
取
り
組
み
と
し
て
、
全

国
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
ま
す
。

そ
の
お
試
し
住
宅
を
、
豊
平
・
長
笹

地
区
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
10
月
６
日
、
事
業
主
体
と
な
る
長

笹
郷
土
振
興
会
と
、
物
件
の
所
有
者
、

町
関
係
者
が
現
地
に
集
ま
り
、
お
試
し

住
宅
を
整
備
す
る
た
め
の
調
査
と
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

対
象
の
住
宅
は
、
洋
式
ト
イ
レ
で

合
併
処
理
浄
化

槽
を
使
用
。
風

呂
は
電
気
温
水

器
と
太
陽
風
呂

併
用
、
キ
ッ
チ

ン
は
混
合
水
栓

や
Ｉ
Ｈ
調
理
器

と
、
便
利
な
設

備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
衣
服
・
生
活
用
品
な
ど
の

不
用
品
を
処
分
し
、
11
月
中
に
は
雨
漏

り
な
ど
の
改
修
工
事
が
始
め
ら
れ
る
よ

う
準
備
す
る
予
定
で
す
。

引
き
続
き
、
長
笹
郷
土
振
興
会
を
支

援
し
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
併

せ
て
先
進
地
域
の
視
察
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。	

（
中な
か 

英ひ
で
お雄
）

●
川
小
田
の
未
来
を
考
え
る
会（
芸
北
）

　

芸
北
・
川
小
田
集
落
で
は
、「
川
小

田
の
未
来
を
考
え
る
会
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
５
月
の
第
１
回
に
は
集
落
の

10
年
後
の
理
想
像
に
つ
い

て
、
11
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
第
２
回
の
８
月

に
は
そ
の
意
見
の
う
ち
の

２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

今
、
集
落
と
し
て
何
が
で

き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

意
見
の
１
つ
に
「
お
年

寄
り
が
１
人
に
な
ら
ず
、

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
地
域
」
が

あ
り
ま
す
。
１
人
で
生
活
し
づ
ら
い
年

齢
に
な
っ
て
も
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

若
い
人
が
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
で
き
る
よ

う
な
地
域
づ
く
り
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、「
お
互
い
が
ま

わ
り
を
見
渡
せ
る
余
裕
を

つ
く
ろ
う
」
と
、
９
・
10

月
に
は
多
く
あ
る
既
存
の

行
事
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の

会
へ
の
若
い
世
代
の
参
加

が
増
え
て
い
く
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。（

吉よ
し
だ田 

紗た
え
こ子
）

　

９
月
13
～
17
日
、「
若
葉
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
」の
受
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
や
協
力
隊
活
動
に
興
味
の

あ
る
人
に
向
け
た
４
泊
５
日
の
田
舎
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
本
各
地
か
ら
４

人
の
隊
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
落
支
援
員
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

通
信

拠
点
の
大
暮
を
中
心
に
、
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
・
わ
ら
草
履
作
り
・
神
楽
練
習

見
学
・
農
作
業
・
雲
月
山
登
山
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
芸
北
を
ぐ
る
っ
と
満

喫
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
隊
員
が

笑
顔
で
と
て
も
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

最
後
の
活
動
報
告
会
で
は
、
体
験
し

た
事
、
考
え
た
事
を
発
表
す
る
隊
員

と
、
優
し
く
見
守
る
地
域
の
み
な
さ

ん
。
企
画
段
階
か
ら
地
域
の
み
な
さ
ん

が
非
常
に
協
力
的
で
親
身
に
な
っ
て
話

を
聞
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
こ
の

空
間
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
企
画・実
施
を
通
し
て
、「
先

を
見
通
す
力
」
と
「
人
に
思
い
を
伝
え

る
力
」
を
培
え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

地
域
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
最
後
ま

で
無
事
に
や

り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
山や
ま
ぐ
ち口
実み
さ
き咲
）

▶
地
図
を
見
な
が
ら

　
集
落
の
空
き
家
を
把
握

▶
報
告
会
で
は
隊
員
が

　
手
書
き
で
ま
と
め
て
発
表

▶
眺
望
抜
群
の
高
台
に
建
つ

　
長
笹
お
試
し
住
宅
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健　
康
　
信
通

第137回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 12月20日（火） 午後２時～３時
会場 千代田運動公園 温水プールSuiSui
参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓシ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

が
、
事
故
や
窒
息
で
は
な
く
眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。 

　
日
本
で
の
発
症
頻
度
は
お
よ
そ
出
生

６
千
～
７
千
人
に
１
人
と
推
定
さ
れ
、

生
後
２
ヶ
月
か
ら
６
ヶ
月
に
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
発
症
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
に
全
国
で
年
間

１
０
０
人
余
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病

気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
原
因
は
？

　
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、男
児
、

早
産
児
、
低
出
生
体
重
児
、
冬
季
、
早

朝
か
ら
午
前
中
に
多
い
こ
と
や
、
う
つ

ぶ
せ
寝
や
両
親
の
喫
煙
、
人
工
栄
養
児

で
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※�

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
直
接
の
原

因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
不
安

に
思
う
必
要
は
有
り
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
少
な
く
す
る
た
め
に

●
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る

う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
た
時
の
方
が
、

あ
お
む
け
寝
の
場
合
に
比
べ
て
発
症
率

が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ

ぶ
せ
寝
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
師
か
ら
う

つ
ぶ
せ
寝
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
場
合

以
外
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

顔
が
見
え
る
あ
お
む
け

に
寝
か
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
や
め
る

た
ば
こ
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
の
大
き

な
危
険
因
子
で
す
。
両
親
が
喫
煙
す
る

場
合
、
喫
煙
し
な
い
場
合
と
比
べ
て
、

約
4.7
倍
発
症
率
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
妊
婦
自
身
の
喫
煙
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば

で
の
喫
煙
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
は
身
近
な
人
の
理
解
も
大
切
で
す
の

で
、
日
頃
か
ら
喫
煙
者
に
協
力
を
求
め

ま
し
ょ
う
。

●
赤
ち
ゃ
ん
を
１
人
に
し
な
い

よ
く
眠
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
長

時
間
赤
ち
ゃ
ん
を
１
人
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
赤
ち
ゃ
ん
を
１

人
に
し
て
外
出
す
る
の
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

●
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

は
、
人
工
乳
（
粉
ミ
ル
ク
）
で
育
て
ら

れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
と
比
べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
発
症
率
が
低
い
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起

こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤
ち

ゃ
ん
が
喜
ん
で
飲
み
、
体
重
が
順
調
に

増
え
て
い
る
な
ら
、
で
き
る
だ
け
母
乳

を
与
え
ま
し
ょ
う
。

な
る
べ
く
赤
ち
ゃ
ん
を
１
人
に
し
な

い
こ
と
や
、
寝
か
せ
方
に
配
慮
す
る
こ

と
は
、
窒
息
や
誤
飲
、
け
が
な
ど
の
事

故
も
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
頃
の
子
育
て
を
再
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
家
族

み
ん
な
で
子
育
て
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓシ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
新
・
医
者
に
か
か
る
十
箇
条
」を

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
紹
介
し
ま
す

第
八
条　

　
納
得
で
き
な
い
と
き
は

　
何
度
で
も
質
問

　
専
門
的
な
話
な
の
で
、
す
ぐ
に
理
解

で
き
な
く
て
当
然
で
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
納
得
い
か
な
い
こ
と
は
「
〇
〇

は
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
」
と
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
質
問
す
る
、
説
明
を
通

じ
て
理
解
し
た
内
容
を
自
ら
言
語
化
し

て
「
〇
〇
と
解
釈
し
た
の
で
す
が
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
確
認
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
ま
た
、
家
に
帰
っ
て
か

ら
ゆ
っ
く
り
考
え
て
整
理
す
る
の
も
１

つ
の
方
法
で
す
。

出
典
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ

        「
新
・
医
者
に
か
か
る
十
箇
条
」
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

年
を
重
ね
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と

物
忘
れ
も
増
え
、
人
の
名
前
が
出

な
か
っ
た
り
、
物
の
名
前
が
出
な

か
っ
た
り
…
。
家
の
中
で
、
探
し

物
を
し
て
日
が
暮
れ
て
し
ま
う
の

は
、ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
で
す
ね
。

保
健
課
で
は
、
物
忘
れ
予
防
の
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
心
配
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
世
界
一
の
高
齢
社
会
と
い
わ
れ
る
日

本
。
団
塊
世
代
も
65
歳
を
過
ぎ
、
ま
す

ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
高
齢
者

の
「
飲
酒
問
題
」
で
す
。

「
飲
酒
問
題
」
は
、
本
人
だ
け
が
考

え
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
本
人
と
と
も
に
家
族
が
一
緒
に

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
寿
命
を
縮
め
る
飲
酒
問
題

　
高
齢
化
に
伴
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
専
門

病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
の
約
３
割
が
65

歳
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、病
院
を
受
診
し
な
い
ま
ま
、「
飲

酒
問
題
」
を
抱
え
る
方
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
飲
酒
に
よ
り
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
を
悪
化
さ
せ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
に

か
か
る
危
険
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
、

寝
た
き
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、高
齢
者
の
「
飲
酒
問
題
」
は
、

骨
折
や
認
知
症
な
ど
何
ら
か
の
生
活
上

の
支
障
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、
見
つ
か

り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
機
能
や
骨
密
度
が
低
下

　
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー（
神
奈
川
県
）

の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
多

量
飲
酒
は
認
知
機
能
の
低
下
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
は
、
若
年
性
認
知
症
の
３
大
要

因
の
１
つ
で
す
。
60
歳
前
後
で
認
知
症

を
発
症
し
た
方
は
、
飲
酒
が
原
因
で
あ

る
可
能
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

人
生
の
転
機
が
き
っ
か
け
に

　
高
齢
者
が
「
飲
酒
問
題
」
を
引
き
起

こ
す
き
っ
か
け
の
最
た
る
も
の
は
、
環

境
の
変
化
で
す
。
特
に
男
性
は
退
職
が

転
機
に
な
り
ま
す
。
現
役
時
代
と
同
じ

よ
う
な
飲
酒
を
続
け
る
と
、
時
間
が
あ

る
の
で
、
昼
か
ら
お
酒
を
飲
み
始
め
た

り
、
翌
日
の
予
定
が
な
い
と
、
深
酒
に

つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

健
康
な
生
活
を
楽
し
む
た
め
に

●
規
則
正
し
い
生
活

　
「
毎
日
す
る
こ
と
」
を
持
ち
、
な
る

べ
く
仕
事
を
続
け
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
な
ど
を
し
て
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
寝
酒
と
睡
眠
薬
の
併
用
は
ダ
メ

　

お
酒
と
睡
眠
薬
を
一
緒
に
飲
む
と
、

薬
の
作
用
が
早
く
、
も
し
く
は
強
く
出

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

肝
臓
に
も
負
担
を
か
け
る
の
で
、
併
用

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
と
お
酒
の
付
き
合
い
方

地域包括ケア講演会のご案内
日時　12 月 1 日（木）
　　　午後 2 時～ 3 時 30 分
会場　広島北部農協千代田支店 3 階ホール
講師　広島市立安佐市民病院
　　　副院長　土

ど て
手　慶

け い ご
五 氏

演題　「長寿の秘訣」
どなたでも参加できます。申し込み不要。
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税
償却資産（事業用資産）は、固定資産税の課税対象となります。
償却資産をお持ちの方は、毎年１月１日（賦課期日）現在に所有している償却資産について

１月 31 日までに申告することになっています。（地方税法第 383 条）

●申告する必要がある方
　　平成 29 年１月１日現在、北広島

町内に事業用に使用することができ
る償却資産を所有している方は、平
成 29 年度償却資産申告書を提出す
る義務があります。

　　・�資産の増減がない場合も、その
旨を記載し申告書を提出してく
ださい。

・事業を廃止（休業、廃業、合併
など）している場合は、申告書の備考欄にその旨を記載し提出してください。

　　※�売電・事業用の太陽光設備は課税の対象となる償却資産です。
　　※�自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車などは除きます。

●申告の方法
　　償却資産課税台帳へ登録のある方、また

は新規開業などをされた方へ「平成 29 年
度償却資産申告書」を 12 月上旬に送付し
ます。同封してある償却資産申告書の手引
きを参照し提出してください。

　　申告書が届かないなどご不明な点があ
れば、税務課資産係へご連絡ください。

　
●申告期限　　
　　平成 29 年２月１日（水）

●申告書の提出先
　持参される場合
　　　役場税務課または各支所地域振興係の窓口に提出してください。
　郵送される場合

　�　役場税務課資産係へ送付してください。なお、申告書の控えの返送を希望される場合は、
必ず返信用封筒（切手貼付・宛先記入）を同封してください。

　電子申告する場合
　　　エルタックスによる電子申告も可能です。詳しくはエルタックスのホームページをご覧

ください。http://www.eltax.jp
問税務課 資産係　IP ☎０５０－５８１２－１８５２

情報
平成 29 年度　償却資産の申告

お 願 い

①建物を新しく建てた（新築）

②建て増しした（増築）

③建物を取り壊した（滅失）

　など建物の現況が変わった場合は、

　役場税務課資産係へ

　ご連絡ください。

　ＩＰ☎ 050-5812-1852

飲食店

小売店 医　院

理容業
・

美容業

償却資産の対象となるもの（例）

・厨房設備
・レジスター
・カラオケセット
・冷蔵庫　など

・ベッド
・手術台
・Ｘ線装置
・調剤機器 など

・商品陳列ケース
・冷蔵庫
・自動販売機
・冷蔵ストッカー
　　　　　など

・理・美容椅子
・洗面設備
・タオル蒸し器
・サインポール　
　　　　 など

家屋

土地

償却
資産

事業用
資産

固定資産税
の対象

資　産

※自動車及び軽自動車などは除外
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昨年 12 月 22 日をもって、住民基本台帳カードの電子証明書を更新するサービスを終了し、本
年１月から新たな電子証明書が搭載されたマイナンバーカードの交付が開始されています。

住民基本台帳カードの電子証明書は有効期間満了まで利用することが可能ですが、有効期間満了
後はマイナンバーカードの交付申請（初回無料）をしていただく必要があります。マイナンバーカ
ードの交付は、交付申請後から約１ヶ月程度の時間を要します。平成 28 年度分の確定申告などで
電子証明書を利用する場合は、お早めに申請をお願いします。

＊住民基本台帳カード券面に記載されているのはカードの有効期限であり電子証明書の有効期限で
はありません。（住民基本台帳カードは取得から 10 年、電子証明書は３年となっています。）

＊マイナンバーカードの申請方法は、昨年 10 月以降に通知カードと交付申請書とともに各世帯に
送付している案内やマイナンバーカード総合サイト（https//www.kojinbango-card.go.jp/）
に掲載しています。

問町民課 　住民係　　　IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　芸北支所 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－２２１０
　大朝支所 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－２２１１
　豊平支所 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－１１２２
　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８

住民基本台帳カードをお持ちの方へ

「介護給付費通知書」を送付します
　北広島町では、介護保険サービスをどれだけ利用したかを確認いただけるよう、11 月に給付
費通知書を発送します。
　通知書には、昨年 1 年間にご利用になった介護サービスの種類、回数や日数、自己負担した
金額などが記載されています。
　通知書が届きましたら、利用した介護サービスの内容や金額に間違いがないか、事業者から発
行された領収書などと見比べて確認しましょう。通知書の記載内容に間違いや不明な点があれば、
保健課介護保険係へお問い合わせください。
問保健課 介護保険係　IP ☎０５０－５８１２－１８５３

区域によって学校が選べるようになりました
　通学区域は各学校ごとに市町村教育委員会が定めています。北広島町では指定
している学校より距離が近い学校がある場合、児童生徒の通学の負担軽減を図る
ため、次の区域についてどちらかの学校を選べるようになりました（重複学区）。

問教育委員会 学校教育課 学校総務係　IP ☎０５０－５８１２－１８５８

区　域 小　学　校 中　学　校
新庄（田中原） 新庄小学校・大朝小学校 ―
下石・海応寺 豊平小学校・八重小学校 豊平中学校・千代田中学校

丁保余原（桑本・血田・
徳万・中出・永福寺） 壬生小学校・八重東小学校 ―

有田（乙熊・塚之本） 八重東小学校・壬生小学校 ―

「重複学区」の区域と学校
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空
き
家
を
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　
空
き
家
の
所
有
者
は
、
管
理
不
全
の

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
義

務
と
責
任
が
あ
り
ま
す
。

【
空
き
家
放
置
の
危
険
性
】

　

家
財
道
具
が
残
っ
た
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
空
き
家
は
、
不
審
者

が
侵
入
し
て
勝
手
に
寝
泊
ま
り
さ

れ
た
り
、
犯
行
現
場
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
猫
や
イ
タ
チ
が
住
み
つ

い
て
、
家
の
中
が
荒
ら
さ
れ
、
使

い
も
の
に
な
ら
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
見
ま
わ
る

こ
と
で
、
管
理
者
が
い

る
こ
と
を
し
っ
か
り
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

問
建
設
課 

都
市
計
画
係

  

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０

　　
私
が
青
年
会
活
動
を
し
て
い
た
35
年

く
ら
い
前
、
地
元
の
者
が
あ
ま
り
知
ら

な
か
っ
た
靉
光
が
、
日
本
で
は
有
名
な

近
代
画
家
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
目
か
ら
鱗
と
ば
か
り
に
、
青
年
会

の
皆
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
昭
和
56
年

第
10
回
文
化
祭
で
は
、
県
立
美
術
館
副

館
長
の
講
演
「
靉
光
と
の
で
あ
い
」、

第
15
回
文
化
祭
で
は
、
演
劇
「
眼
の
あ

る
風
景
」、
第
19
回
文
化
祭
で
は
、
つ

い
に
、
靉
光
の
絵
画
展
が
実
現
し
た
の

で
す
。

　
私
が
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
靉
光
が
10

歳
の
頃
描
い
た
、
父
と
養
父
の
絵
、
写

真
と
見
間
違
う
よ
う
な「
絵
」で
し
た
。

ま
さ
に
天
才
！
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ

の
後
の
暗
い
絵
が
、
軍
事
色
一
色
の
時

代
を
生
き
た
靉
光
の
心
を
映
し
て
い
る

と
分
か
っ
た
の
は
、後
の
こ
と
で
し
た
。

「
…
…
靉
光
の
作
品
の
中
で
も
と
り
わ

け
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
、
戦
争

北
広
島
町
の
誇
り「
靉あ
い
み
つ光
」は
、

今
確
か
に
、
受
け
継
が
れ
て
い
る

に
駆
り
出
さ
れ
る
直
前
に
描
か
れ
た
三

枚
の
自
画
像
で
す
。
自
画
像
と
言
い
な

が
ら
、
ほ
と
ん
ど
本
人
と
は
似
て
い
な

い
の
に
、
絶
賛
さ
れ
て
い
る
そ
の
理
由

は
、『
戦
争
末
期
の
暗
い
世
相
を
絶
望

的
に
見
つ
め
て
い
る
表
情
と
、
鑑
賞
者

に
強
く
訴
え
て
い
る
そ
の
思
い
』で
す
。

…
…
」（
比
治
山
大
学　
寺
本 

泰
輔
名

誉
教
授
の
言
葉
よ
り
）

　
靉
光
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
始

ま
っ
た
「
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像

展
」
が
、
今
年
で
第
10
回
と
な
り
ま
し

た
。
展
示
さ
れ
た
作
品
を
見
る
と
、
構

図
・
色
・
筆
遣
い
等
の
工
夫
と
共
に
、

訴
え
て
く
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。
記
念

誌
を
見
る
と
、
卒
業
生
か
ら
将
来
の
夢

や
地
域
貢
献
な
ど
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

絵
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

夢
中
に
な
れ
る
文
化
芸
術
を
見
つ
け
、

自
分
の
感
性
や
表
現
力
を
磨
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
他
人
の
作
品
に

も
多
く
触
れ
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
出
会
う
多
く

の
人
々
を
理
解
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
は
、
自

分
自
身
を
、
北
広
島
町
を
、
社
会
全
体

を
今
よ
り
も
ず
っ
と
心
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

No. ４

箕野博司

日
時　

平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会
場　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

　

�

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
現

在
北
広
島
町
に
住
所
の
あ
る
方
、
ま

た
は
北
広
島
町
の
出
身
（
中
学
校
卒

業
者
な
ど
）
の
方

内
容　

　

�

式
典
・
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念

撮
影
な
ど

そ
の
他　

　

�

成
人
式
当
日
は
、
一
般
の
方
も
入
場

で
き
ま
す
。

※�

10
月
中
旬
に
、
対
象
者
の
方
へ
案
内

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
案
内
が

届
か
な
い
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
４

平
成
29
年
成
人
式
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　障がいを知り、共に生きる　

　広島県障害者福祉強調月間
　広島県では 12 月を「障害者福祉強調月間」と定め、障がいや障がい者に対する正しい理解
の促進と障がい者の自立更生意欲の高揚を図るためのさまざまな普及啓発活動を実施する期間
としています。障がいのある人もない人も、誰もが暮らしやすい共生社会の実現を目指し、障
がい者の自立及び社会参加について理解を深めましょう。
　障害者手帳を持っていない65歳以上の方の障害者控除対象者認定書について
　所得申告する本人または扶養親族などが障害者手帳を所持している場合は、「障害者控除」
として一定金額の所得控除を受けることができます。
　しかし、障害者手帳を持っていない 65 歳以上の方でも、寝たきりや障がい者に準ずると認
定される方には、「障害者控除対象者認定書」を交付します。この認定書で障害者控除を受け
ることができます。
　平成 28 年分の控除を受けるには、12 月28日までに認定を受けることが必要です。

　申請の窓口：本庁福祉課
　　　　　　　各支所地域振興係
　申請に必要なもの：印鑑

　問福祉課 地域福祉係  
　　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

　
原
爆
被
爆
体
験
証
言
記
録

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
償
提
供
し
ま
す

原
子
爆
弾
被
爆
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
町
内
在
住
の
被
爆
者
５
人
に
出

演
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
27
年
度
に
町

が
製
作
し
た
「
被
爆
体
験
証
言
記
録
」

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
平
和
学
習
な
ど
に
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
方
へ
無
償
提

供
し
ま
す
。

　
団
体
や
個
人
を
限
定
し
ま
せ
ん
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課 

生
活
福
祉
係

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

障害者 軽度・中度の知的障害者に準ずる者
３級から６級の身体障害者に準ずる者

特別障害者
重度の知的障害者に準ずる者
１級、２級の身体障害者に準ずる者
ねたきり老人

対象となられる方の状態（めやす）

第
24
回
景
観
づ
く
り
大
賞

景
観
写
真
募
集

テ
ー
マ
１　
風
景
・
ま
ち
な
み

　

�

四
季
の
移
り
変
わ
り
や
、
歴
史
の
重

み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
。

テ
ー
マ
２　
建
築
物
・
工
作
物

　

�

周
辺
の
風
景
や
ま
ち
な
み
に
調
和

し
、
付
近
の
景
観
と
一
体
的
に
な
っ

て
い
る
も
の
。

表
彰
・
副
賞

　
最
優
秀
賞
（
１
点
）　　
　

 

５
万
円

　
優
秀
賞
（
数
点
）             

１
万
円

　
ふ
る
さ
と
特
別
賞
（
数
点
）
５
千
円

応
募
期
間

　
平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）
ま
で

※�

本
庁
及
び
各
支
所
で
募
集
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

応
募
・
問

広
島
県
景
観
会
議
事
務
局

☎
０
８
２
‐
４
２
０
‐
０
９
５
４

問
建
設
課 

都
市
計
画
係

  

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119

■ 

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
、
年
末
年
始
も
火
の
用
心

■ 

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　
「
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
」

住
宅
火
災
の
予
防　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ス
ト
ー
ブ
火
災

　
毎
年
、
全
国
で
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
住
宅
火
災
が
発
生

し
、
死
者
も
出
て
い
ま
す
。
火
災
の
発
生
状
況
で
多
い

の
は
、
室
内
に
干
し
た
洗
濯
物
や
、
ス
ト
ー
ブ
付
近
に

置
い
た
布
団
や
座
布
団
に
着
火
し
て
火
災
に
な
る
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
は
、
灯
油
・
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の

燃
料
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
で
最
も
死
者

発
生
件
数
が
多
い
の
は
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
で
す
。
手
軽

で
安
全
に
思
え
る
電
気
ス
ト
ー
ブ
も
、
適
切
に
使
用
し

な
け
れ
ば
、
容
易
に
火
災
が
発
生
す
る
た
め
、
非
常
に

危
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
時

に
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
守
り
、
ス
ト
ー
ブ

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
電
気
火
災

　

住
宅
の
火
災
危
険
は
、
直
接
火
を

取
り
扱
う
場
合
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
宅
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト
や
延

長
コ
ー
ド
は
、
誤
っ
た
使
用
方
法
や
不
適
切
な
使
用
環

境
に
よ
っ
て
、
火
災
を
発
生
さ
せ
、
大
切
な
命
や
財
産

を
失
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象

　
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ

の
間
に
付
着
し
た
ホ
コ
リ
と
湿
気
に

よ
っ
て
、
絶
縁
状
態
が
悪
く
な
り
、
電

気
が
流
れ
る
こ
と
で
ス
パ
ー
ク
（
火
花
）
が
発
生
し
、

や
が
て
発
火
し
ま
す
。

タ
コ
足
配
線（
延
長
コ
ー
ド
）

　
延
長
コ
ー
ド
に
た
く
さ
ん
の
電
気
器
具
を
つ
な
い
で

使
用
し
た
場
合
、
許
容
量
を
超
え
、
熱
を
持
ち
、
そ
れ

が
原
因
で
発
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
定
期
的
に
コ
ン
セ
ン
ト
付
近
の
掃

除
や
、
差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
緩
み
が

な
い
か
な
ど
の
確
認
を
行
い
、
使
用

上
の
注
意
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
雪
の
災
害
に
注
意
！

　

寒
く
な
り
、
本
格
的
に
雪
が
降
り
始

め
る
こ
の
時
期
は
、雪
に
よ
る
災
害
（
雪

害
）
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
町

内
で
は
、
毎
年
多
く
の
積
雪
に
見
舞
わ
れ
、
路
面
の
凍

結
に
よ
る
交
通
事
故
や
、
歩
行
者
の
転
倒
な
ど
が
発
生

し
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
か
ら
転

落
し
た
り
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
り
ケ
ガ
を
す
る
な

ど
、
非
常
に
危
険
で
す
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

冬
を
安
全
に
過
ご
そ
う

　
　
　
豊
平
出
張
所　
勤
続
２
年
目

　
　
　
　
消
防
士　
沖お
き　
直な
お
と和(

21
歳)

　
私
の
一
番
好
き
な
季
節
で
あ
る
冬
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
積
雪
や
凍
結
に
よ
り
、
大

き
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険

が
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
確
認
、

落
雪
の
危
険
が
あ
る
場
所
を
歩

か
な
い
こ
と
や
、
除
雪
作
業
を

１
人
で
行
わ
な
い
な
ど
、
雪
害

対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●�就寝時、外出時にはストー
ブの火を消しましょう。

●�ストーブの近くに燃えや
すいもの ( 衣類・布団な
ど ) を置かないようにし
ましょう。

●�洗濯物を乾かすためにス
トーブを使用しないよう
にしましょう。

●�給油は必ず火を消してか
ら行いましょう。

ストーブ火災を防ぐポイント

防
火
対
策
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大朝・千代田・豊平 地域
ごみ持込：芸北広域きれいセンター（北広島町川井11080-18）
　　　　　　午前 9 時～ 12 時、午後 1 時～４時
ごみ収集：芸北広域環境施設組合　IP ☎０５０－５８１２－６５９５
し尿収集：千代田衛生興業㈲　　　IP ☎０５０－５８１２－３０６７

芸北 地域
ごみ持込：ポックルくろだおクリーンセンター（安芸太田町穴1497-1）
　　　　　　午前 9 時～ 12 時、午後 1 時～４時 30 分
ごみ収集・し尿収集：山県郡西部衛生組合　☎０８２６－２３－１１２０

　
年
末
年
始
に
か
け
て
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
や
、
セ
ン
タ
ー

へ
の
ご
み
持
ち
込
み
受
付
に
つ
い
て
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
持
ち
込
み
や
、
し
尿
の
収
集
依
頼
は
、
年
末

は
特
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
の

　
　
ご
み
収
集
な
ど
に
つ
い
て

※し尿収集の電話受付は、12 月19 日（月）までとなっていますのでご注意ください。
※12 月４日（日）は、一般家庭ごみの持ち込みができますので、ご利用ください。

1 月 12 月
収
集
日

5 4 3 2 1 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
祝
）

（
日
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

（
日
）

（
土
）

（
祝
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

○ ○ × × ×

○
（
午
前
の
み
）

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
ご
み
持
込

○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
ご
み
収
集

○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

○
（
依
頼
締
切
）

し
尿
収
集

1 月 12 月
収
集
日

5 4 3 2 1 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
祝
）

（
日
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

（
日
）

（
土
）

（
祝
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○
ご
み
持
込

○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○
ご
み
収
集

○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○
し
尿
収
集
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「
自
分
の
心
と
向
き
合
っ
た
自
画
像
展
」

　
　
　
　
芸
北
小
学
校　
６
年

近こ
ん
ど
う藤　
和か
ず
や弥

　
ぼ
く
は
、
自
画
像
に
あ
ま
り
興
味
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
去
年

五
年
生
の
部
で
優
秀
賞
を
も
ら
っ
て
、

少
し
自
画
像
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

「
上
手
に
描
か
な
く
て
も
い
い
ん
だ
。

そ
の
時
の
自
分
を
表
現
す
れ
ば
い
い
ん

だ
。」
と
自
信
を
持
っ
て
描
こ
う
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
も
自
画
像
の
時
期
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ま
ず
耳
や
目
を

描
き
ま
し
た
。
そ
し
て
鼻
、
口
、
輪
か

く
、髪
と
描
い
て
い
き
ま
し
た
。
色
は
、

光
が
当
た
っ
て
見
え
る
よ
う
に
色
あ
い

を
考
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
こ
の
絵
を
描

い
た
と
き
に
力
強
い
よ
う
な
気
持
ち
を

表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
悲
し
い

こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、
し
ん
ど
い
こ
と

が
あ
る
け
ど
、
前
を
向
い
て
進
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
あ
い
み
つ

の
自
画
像
を
見
ま
し
た
。
と
て
も
淋
し

い
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
こ
の
絵
の
説
明
を
し
て
く
れ

た
人
は
、
あ
い
み
つ
が
戦
争
の
こ
ろ
に

描
い
た
絵
で
、
と
て
も
暗
い
気
持
ち
を

表
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
と
て
も
い
や
な
気
持
ち
だ
っ
た
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
あ
ん
な

淋
し
そ
う
な
顔
に
見
え
た
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
あ
い
み
つ
が
描

い
た
絵
を
見
ま
し
た
。
と
て
も
不
思
議

な
絵
で
し
た
。
砂
漠
の
よ
う
な
所
に
大

き
な
岩
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
に
大
き

な
目
が
あ
り
ま
し
た
。
岩
を
顔
に
た
と

え
て
あ
る
の
が
と
て
も
不
思
議
で
し

た
。
絵
は
い
ろ
ん
な
表
現
力
が
あ
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
作
文
は
苦
手
で
す
が
、
絵
を

描
く
こ
と
は
好
き
で
す
。
自
分
の
気
持

ち
を
文
字
で
書
け
な
い
時
は
絵
を
描
い

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
自
画
像
を
描

く
と
き
、
そ
の
時
の
自
分
と
向
き
合
っ

て
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
「
未
来
へ
の
お
く
り
も
の
」

靉
光
生
誕
110
年 

第
10
回
靉あ
い
み
つ光
記
念 

北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展

北広島町長賞　後
ごとう

藤 健
けんた

太さん

靉光大賞　近藤さんの自画像

第
10
回
靉
光
記
念　
北
広
島
町
児
童

生
徒
自
画
像
展
の
表
彰
式
が
、
靉
光
大

賞
を
受
賞
さ
れ
た
近
藤
和
弥
さ
ん
の
ほ

か
多
数
の
参
加
に
よ
り
、
10
月
８
日

（
土
）、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ク
ス
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
森し
ん
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
保
護
者
の
方
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
々
に
見
守
ら
れ
る
中
、
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

副
賞
と
し
て
東
京
国
立
近
代
美
術
館
へ

の
招
待
と
広
島
県
立
美
術
館
で
の
鑑
賞

会
を
行
い
ま
し
た
。
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し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
ま
わ
り
が
ほ

と
ん
ど
赤
っ
ぽ
く
て
、
何
が
何
だ
か
全

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

あ
い
み
つ
さ
ん
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
昔
は
戦
争
が
あ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
は
自
由
に
か
い
て
い
た
絵
が
か

け
な
く
な
り
、
戦
争
に
か
か
わ
る
絵
し

か
か
け
な
く
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
後
、
も
う
一

度
「
眼
の
あ
る
風
景
」
と
い
う
絵
を
じ

っ
く
り
見
て
み
ま
し
た
。
で
も
、
わ
た

し
は
こ
の
絵
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か

全
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
広
島
に
帰
り
ま

し
た
。

　
こ
の
話
を
母
に
話
す
と
、
母
が
「
眼

の
あ
る
風
景
」
と
い
う
絵
を
パ
ソ
コ
ン

で
調
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
争
中
は
あ

い
み
つ
さ
ん
は
自
分
の
自
由
な
絵
が
か

け
な
く
な
っ
た
こ
と
や
「
眼
の
あ
る
風

景
」
の
「
眼
」
は
、
い
圧
す
る
眼
で
あ

る
と
同
時
に
お
び
え
る
眼
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
わ
り

の
「
赤
」
は
、
い
か
り
を
表
し
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
い
み
つ
さ
ん

は
、
自
分
の
自
由
な
絵
が
か
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
す
ご
く
強
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ

「
あ
い
み
つ
自
画
像
展
で
受
賞
し
て
」

　
　
　
八
重
東
小
学
校　
４
年

大お
お
い
し石　
命み
こ
と　

　
わ
た
し
は
、
第
十
回
あ
い
み
つ
記
念

北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展
で
、
北

広
島
町
教
育
長
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
ふ
く
賞
と
し
て
東

京
旅
行
に
行
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
東
京
に
行
く

の
は
初
め
て
だ
し
、
飛
行
機
に
乗
る
の

も
初
め
て
な
の
で
、
す
ご
く
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
は
、
あ
い

み
つ
さ
ん
が
か
か
れ
た
絵
三
点
を
見
ま

し
た
。
そ
の
中
で
わ
た
し
が
一
番
心
に

の
こ
っ
た
絵
は
「
眼
の
あ
る
風
景
」
と

い
う
絵
で
す
。
一
番
初
め
に
こ
の
絵
を

見
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

人
間
の
目
の
よ
う
な
も
の
が
中
央
に
か

か
れ
て
い
て
、
そ
の
目
は
悲
し
そ
う
に

た
し
は
、
戦
争
が
な
い
こ
と
は
す
ご
く

幸
せ
な
こ
と
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
わ
た
し
は
絵
を
か
く
こ
と
が
す
き
で

す
。
戦
争
が
な
く
、み
ん
な
す
き
な
絵
、

自
由
な
絵
が
か
け
る
今
の
時
代
に
す
き

な
絵
を
た
く
さ
ん
か
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
東
京
旅
行
で
い
ろ
い
ろ
な
見
学
が

で
き
て
、す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

大石さん 近藤さん

東京国立近代美術館を見学

北広島町教育長賞
大石さんの自画像

審査員特別賞　松
まつき

木 昊
こうじ

言さん広島県立美術館での鑑賞会

靉 光 自 画 像 展 は、
宝くじの助成金で
実施しています。
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　10 月８日（土）、吉川元春館跡の復元台所で「戦国時代の食の
体験会」を行いました。地元の小学生とその保護者を対象に、当
時の食生活を体験してもらおうと、毎年行っています。
　吉川元春館跡からは食器類のほか、擂

すりばち
鉢や擂

すり
こぎ、しゃもじと

いった調理具、食物では、ウメ・モモ・オニグルミ・ウリ・ナス
などの種や核、タイ・タニシ・アカニシ・ハマグリなどの魚骨や
貝殻、ソバ・イネの花粉など、当時の食生活をうかがうことがで
きるものが多く見つかっています。
　今年の献立は、出土品や古文書に残る献立などをもとにして、

「小
こ ぐ し

串」（キジを串に刺して焼き、クルミ味噌をつけたもの）と「ウ
シオ汁」（白身魚のスリ身を入れた汁）、焼きナス、ご飯。カマド
でご飯を炊き、いろりでは鶏の串焼きと焼きナスを作りました。
また、すり鉢で擂り潰した白身魚を丸めてつくねを作り、ウシオ
汁にしました。
　出来上がった料理は当時を再現して、お膳に並べて会食。参加
者は、全て初めてのことばかりで、昔の人の知恵や工夫に感心し
ながら、出来上がった料理に舌鼓を打っていました。
問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

復元したカマドでご飯や汁を調理

出来上がった料理をお膳に並べて会食

「戦国時代の食の体験会」～戦国の庭　歴史館～

「木質バイオマス」の利活用を推進する計画を策定します
　「木質バイオマス」とは、間伐材や建築廃材などの木材資源のことです。この木質バイオマスを石
油の代わりの燃料として、家庭や事業所の暖房などに使う取り組みが、全国的に進められています。
　この取り組みは、異常気象を引き起こす地球温暖化への対策に貢献するだけでなく、山の手入れ
や地域経済の活性化に役立つことなどが期待されています。特に、北広島町には、町花・ササユリ
など、山の手入れを行うことで守られる生物が、数多く息づいています。
　北広島町では、木質バイオマスを活用する「芸北せどやま再生事業」を行っていますが、今後、
この取り組みを、さらに拡大していくため、今年度、環境省の補助金を得て、木質バイオマスの活
用を推進していくための計画を策定します。

　計画の策定に際して、住民の
方々にアンケートやご意見をいた
だく機会（エコ・カフェ）を設け
ます。美しい里山風景をいつまで
も守っていくため、ご協力をお願
いします。 問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

芸北せどやま事業の全体像
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きたひろネットセンター問 IP ☎７４４７

ようこそきたひろネットセンターへ

きたひろネットの引込線の確認をお願いします

　10 月４日（火）、八重東小学校の６年生がきたひろネットセンター
へ来られました。「ふるさと夢プロジェクト」での活動を映像として
記録するための見学ということで、上手なアナウンスのコツや、ブレ
ない映像の撮り方などについて、児童から質問があり、実際に撮影で
使用しているカメラなどを使いながら説明しました。

　雪が降る季節になりました。ご自宅の引込線が雪などで垂れ下がり、
車の出入りに支障をきたす恐れがある場合や、農機具などの大型機械
が通る際に支障がある場合には、きたひろネットセンターにご連絡く
ださい。
　また、雪により木や竹などがきたひろネットのケーブルに倒れ掛か
っているのを見かけられた方は、連絡をお願いします。
　みなさんのご協力をお願いします。

保安器設置済み世帯で、
宅内配線工事がお済みで
ない世帯の方は早めに宅
内配線工事を済ませて、
きたひろネットのサービス
利用を開始してください。

お願い

妊活交流会・個別相談会開催
　妊活について学び交流する「妊活セミナー
交流会」と不妊に悩む方や不妊治療中の方を
対象とした「個別相談会」を開催します。
日程・場所
　11月 26 日（土）　役場本庁 2 階会議室
内容
①妊活セミナー交流会　先着 10 名程度
　（午後 1 時 30 分～ 2 時 50 分）
②リフレッシュ法・ストレス軽減ストレッチ
　（午後 2 時 50 分～ 3 時）
③個別相談会　先着 4 名（午後 3 時～ 4 時）
申し込み方法
メール、郵送、FAX のいずれかで事前申し
込みが必要です。
メール：fukosodate@pref.hiroshima.lg.jp
FAX：０８２－５０２－３６７４

町長選挙・町議会議員選挙
立候補予定者説明会について

　平成 29 年 3 月 5 日執行予定の北広島町長選
挙・北広島町議会議員一般選挙における立候補
予定者説明会を次のとおり開催します。

日時　�平成 29 年 1月 25 日（水）
　　　午前 10 時～　町長選挙
　　　午後２時～　  町議会議員一般選挙　
場所　役場本庁２階会議室
内容　立候補届出等の注意事項
　　　立候補届出等に係る諸用紙の交付
　　　その他
※�立候補予定者 1 名につき、2 名以内の出席で

お願いします。
問北広島町選挙管理委員会事務局
　（総務課総務係）
　IP ☎０５０－５８１２－２１１１ 検索広島県　妊活交流会
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芸北地域での社会貢献活動に対して
株式会社本間組へ感謝状を贈呈
　10月７日（金）、町長室で感謝状の贈呈式を
行いました。これは、企業の社会貢献（ＣＳＲ）
活動に対するもので、平成22年４月から７年
間にわたり、芸北・八幡の「カキツバタの里」
において、ほ場の草刈りなどボランティア活動
にご尽力いただいていることへの感謝状です。
(株)本間組中国支店の大

おおつか
塚 直

なおきち
吉支店長、カキ

ツバタの里づくり実行委員会の川
かわうち

内 信
のぶただ

忠会長
が出席されました。

左から川内会長、大塚支店長、箕野町長

寺原地区にある
十二段滝

滝へ続く道を清掃する高校生

寺原地区の「十二段滝」で初めて実施
千代田地域で一斉ボランティア清掃
　10月24日（月）、千代田地域で、「小中高一
斉ボランティア清掃活動」が実施されました。
千代田地域学校支援連絡協議会が毎年行ってい
るもので、千代田地域の小中学校及び千代田高
校の児童生徒全員約１千人と、地域のみなさん
が参加。このうち八重西地区では、寺原の「十二
段滝」で初めて行われ、八重小学校の児童と千
代田高校の生徒が協力しながら、滝までの道や
溝を清掃しました。

そばの作付拡大・生産量確保を目指して
豊平にそばの荷受乾燥施設が完成
　豊平ライスセンター（都志見）敷地内に、Ｊ
Ａ広島市の豊平そば荷受乾燥施設が整備され、
10月13日（木）、開所式が行われました。こ
れまでは、米とそばの荷受場が併用だったため、
荷受が重なっていましたが、今回の施設整備に
より、収穫に最も適した時期の刈り取り及びス
ムーズな荷受、乾燥が可能となります。施設は
耐雪ハウスとなっており、そば粗選機や乾燥機
が設置されています。

そば荷受乾燥施設▶

◀開所式での
　テープカット

大朝保育所幼年消防クラブへ
宝くじ助成事業で鼓笛隊セット贈呈
　10月７日（金）、大朝保育所幼年消防クラブ
へ鼓笛隊セットを贈呈しました。この鼓笛隊
セットは、一般財団法人自治総合センターが
行っている宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を財源として実施してい
るコミュニティ助成事業で、幼年消防クラブの
育成及び防火思想の普及啓発活動を支援するも
のです。園児たちは、新しい楽器を手にして、
とてもうれしそうにはしゃいでいました。

宝くじの助成金で整備した鼓笛隊セットとクラブ員たち
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壬生小金管バンド先頭に地域の安全を啓発
山県地域安全パレードを開催
　10月11日（火）、全国地域安全運動の実施に
伴い、山県地域安全パレードが開催されました。
山県防犯連合会ほか関係団体が連携し、安全で
安心して暮らせる地域社会の実現を図ることを
目的に、壬生小学校の児童による金管バンド隊
を先頭に、役場本庁前からサンクスまで広報活
動及び啓発チラシを配布しながらパレードを行
いました。サンクス駐車場では、金管バンド隊
の演奏が買い物客などに披露されました。

ＪＡ広島市から
「とよむすめ茶」の売上金の一部を寄贈
　例年、ＪＡ広島市から、「とよむすめ茶」の
売上金の一部を寄贈いただいています。10月
13日（木）、ＪＡ広島市 籾

も み だ
田 清

きよし
代表理事組合

長と職員の方が来庁され、箕野町長へ目録が手
渡されました。この寄附金は、毎年、観光協会
豊平支部が主体となり、豊平中学校の全生徒や
各種団体が参加して行う、豊平地域の龍頭山美
化キャンペーンの活動費の一部として活用させ
ていただきます。

有名作家による版画や神楽面など
千代田開発センターへの寄附者へ感謝状
　千代田開発センターへ神楽の版画や神楽衣裳
の額縁、神楽面をご寄附いただいた、荒

あらかわ
川 文

ふみのり
典

さん（有田）、神楽工房こだま　児
こ だ ま

玉 敏
としゆき

之さん・
由
ゆ り こ

利子さん（本地）、管
すげざわめんこうぼう

沢面工房　管
すげざわ

沢 良
よしのり

典さ
ん（有田）、面

めん
処

どころ
前
ま え か わ や

河屋　前
まえかわ

河 伸
し ん や

弥さん（筏津）、
(有)かぐらや　管

すげざわ
沢 秀

ひ で み
巳さん（広島市）に対し、

10月26日（水）、町長室で箕野町長から感謝状
を贈呈しました。作品は、千代田開発センター
のロビーへ展示されています。

役場本庁前をスタートするパレード

籾田代表理事組合長と箕野町長
前列左から管沢良典さん、児玉さん、管沢秀巳さん、

後列左から前河さん、荒川さん、箕野町長

第 71 回皇后賜杯
全日本ソフトテニス選手権大会

（半
はんがい

谷 美
み さ き

咲・高
たかはし

橋 乃
の あ

綾ペア）

第 23 回
全日本クラブソフトテニス選手権

どんぐり北広島ソフトテニスクラブ

高橋選手 箕野町長
佐々木

生涯学習課長半谷選手

第３位

2 連覇
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で

す
。
世
界
規
模
で
の
エ
イ
ズ
の
蔓
延
防

止
、
エ
イ
ズ
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に

対
す
る
差
別･

偏
見
を
な
く
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
日
及
び
相
談
日

　

12
月
13
日（
火
）
午
前
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時

場
所

　
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
（
広
島
県
庁　
農
林
庁
舎
１
階
）

※
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
電
話（
厚
生
保
健
課
保
健
対
策
係
）

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

　
不
妊
検
査
・
一
般
不
妊
治
療
の

　
助
成
に
つ
い
て

　

夫
婦
で
不
妊
検
査
を
受
け
た
場
合
、

一
般
不
妊
治
療
も
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

対
象
者

　

�

夫
婦
が
共
に
不
妊
検
査
を
開
始
し
た

場
合
で
、
次
に
該
当
す
る
方

　
・�

検
査
開
始
時
に
法
的
に
婚
姻
し
て

い
る
夫
婦
で
、
申
請
日
に
広
島
県

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　
・�

検
査
開
始
時
点
で
妻
の
年
齢
が
35

歳
未
満
の
方

助
成
対
象

　

�

夫
婦
が
受
け
た
不
妊
症
の
診
断
・
治

療
の
た
め
の
検
査
・
一
般
不
妊
治
療

に
係
る
費
用
（
医
療
保
険
適
用
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
）

助
成
額

　

�

助
成
対
象
費
用
に
か
か
る
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

申
請
窓
口
・
問

�　
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所 

保
健
課

　
（
広
島
県
庁　
農
林
庁
舎
１
階
）　

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
６

　
ひ
ろ
し
ま
農
業
経
営
者
学
校

　
北
広
島
教
室
の
受
講
生
募
集

　
広
島
県
に
よ
る
「
ひ
ろ
し
ま
農
業
経

営
者
学
校　
経
営
改
善
コ
ー
ス
」
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

場
所　

　
北
広
島
町
役
場
本
庁　
２
階
会
議
室

受
講
料　

　
１
経
営
体
２
万
円

　
＊
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
同
額

　
＊�

１
経
営
体
か
ら
受
講
す
る
人
数
は

問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問 

　
㈱
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

　
☎
０
８
２
‐
５
７
８
‐
８
５
１
１

電
話
相
談

　
（
公
財
）
エ
イ
ズ
予
防
財
団

　
☎
０
１
２
０
‐
１
７
７
‐
８
１
２

　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時
、

　
午
後
２
時
～
５
時

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

外
出
時
の
マ
ス
ク
着
用
、
外
出
後
の
手

洗
い
・
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
や

重
症
化
、
集
団
生
活
で
の
蔓
延
を
防
ぐ

た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
北
広
島

町
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
た
子
ど
も
及
び
高
齢

者
の
方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

＊�

対
象
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
接
種
券

と
予
診
票
、
説
明
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

日程 研修科目
平成 28 年
12 月 12 日（月） 経営戦略・経営者意識
12 月 19 日（月） マーケティング
平成 29 年
　1 月 10 日（火） 財務

1 月 17 日（火） 生産工程管理
1 月 24 日（火） 労務・人材育成
1 月 31 日（火） 経営戦略

＊全６日・各日午前９時～午後４時

検索ひろしま農業経営者学校
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

つ
い
て
は
、
農
業
以
外
の
目
的
に
は
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や

む
を
得
ず
他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
、

編
入
、
用
途
変
更
の
申
し
出
を
12
月
に

受
け
付
け
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
場
合

は
、
決
め
ら
れ
た
除
外
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
除
外
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
除
外
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
己
所
有
地
で

農
振
農
用
地
区
域
以
外
の
土
地
は
な
い

か
、
十
分
検
討
し
た
う
え
で
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
除
外
要
件
な
ど
く
わ

し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
課

ま
た
は
各
支
所
産
業
振
興
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
受
付
期
間

　
12
月
１
日
（
木
）
～
12
月
28
日
（
水
）

※�

手
続
き
終
了
ま
で
に
、
最
短
で
も

６
～
７
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

問
農
林
課
農
業
振
興
係
IP
☎
１
８
５
７

　
芸
北
支
所
産
業
振
興
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
産
業
振
興
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
産
業
振
興
係
IP
☎
１
１
２
４

　
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
12
月
定
期
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
12
月
募
集

を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
建
設

課
管
理
係
ま
た
は
各
支
所
建
設
管
理
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅　

　
犬
追
原
団
地　
　
　
　
　
　
（
大
朝
）

　
有
田
第
２
団
地　
　
　
　
（
千
代
田
）

　
松
崎
団
地【
単
身
棟
】　　
　
（
豊
平
）

受
付
期
間

　
12
月
１
日
（
木
）
～
12
月
12
日
（
月
）

　
＊
土
・
日
を
除
く

※�

入
居
可
能
日
は
平
成
29
年
１
月
10
日

（
火
）
以
降
と
な
り
ま
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
建
設
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

　
芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

　

�

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・

　
編
入
・
用
途
変
更
の
申
し
出
受
付

町
で
は
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い

く
地
域
を
「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
定

め
、
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
の
土
地
に

　
「
家
畜
飼
養
届
」及
び

　
「
蜜
蜂
飼
育
届
」の
提
出
に
つ
い
て

　
家
畜
の
飼
養
者
は
、
家
畜
伝
染
病
予

防
法
に
基
づ
き
、
毎
年
、
当
該
年
の
２

月
１
日
時
点
で
飼
養
し
て
い
る
家
畜
の

種
類
、
頭
羽
数
及
び
衛
生
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
、
広
島
県
知
事
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、

山
羊
、
馬
、
豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ

ひ
る
（
あ
い
が
も
を
含
む
）、
う
ず
ら
、

き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七

面
鳥
を
１
頭
（
羽
）
以
上
飼
養
し
て
い

る
方
で
す
。
愛
玩
動
物
も
対
象
で
す
。

　

ま
た
、
蜜
峰
を
飼
育
す
る
場
合
は
、

飼
育
群
数
の
多
少
に
限
ら
ず
、
毎
年
１

月
末
ま
で
に
「
蜜
峰
飼
育
届
」
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

園
芸
作
物
の
受
粉
交
配
用
に
飼
育
す

る
場
合
な
ど
届
出
が
不
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
県
畜
産
課

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
６
０
４　

　
西
部
畜
産
事
務
所

　
☎
０
８
２
‐
４
２
３
‐
２
４
４
１

種目 応募資格 受付期間 試験期日

推薦
15歳以上17歳未満

（詳細はお問い合わせください）

　平成28年
11月１日～12月２日 平成29年１月７日～９日のうち、指定する１日

一般 　平成28年11月１日～
　平成29年１月６日 平成29年１月21日

■陸上自衛隊高等工科学校の学生募集について

問自衛隊可部募集案内所　☎０８２－８１５－３９８０　直通０８０－５７５７－３３６０
　自衛隊広島地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/
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人情報コーナー求
● 正社員の募集 ● パートの募集

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
  IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
 Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
立川医院

（医）明和会
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）至誠会　市頭眼科医院
北広島町豊平病院
いのうえ歯科医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会
社会福祉法人 みぶ福祉会

（医）社団慶寿会 千代田中央病院

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務 広島イーグル（株）

土木建築作業員・
設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電気サービスセンター
竹村石油（株）

（有）ビーエム
（有）ダイケン

調理人
広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員
（工場作業など）

（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
橋渡サービス

（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）
徳山産業（株）

（株）サステック
北九鋼材工業（株）広島営業所

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス千代田工場
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング

施設・浄化槽管理作業員 千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

美和運送（株）
福山通運（株）広島北支店

（有）大朝交通
千代田タクシー
北広島タクシー
出水運輸センター（株）広島営業所

自動車技術（トラック整備） （株）エムジー・カーズ千代田
保育士 さつきヶ丘こども園
農業 （有）千代田ファーム
美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）
倉庫作業 出水運輸センター（株）広島営業所

仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　 （医）明和会
特別養護老人ホーム やすらぎ （医）共愛会　三宅歯科医院

看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ 北広島町社会福祉協議会
（医）明和会 （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
グループホーム・デイサービス　きららの里 社会福祉法人　三矢会

小売店販売員など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
（株）フレスタ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ じゅえりー　中岡
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ （株）スミヨシ ドコモショップ千代田店

（株）ジュンテンドー千代田店 パレット　千代田店
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）

事務員など
ヤマト運輸（株）広島千代田センター テクノレイク（株）
おおあさ鳴滝露天温泉 広島イーグル（株）
広島北部農業協同組合 （株）キャリアメイク

土木作業員 第一コンテク（株） （有）ビーエム
調理人 特別養護老人ホーム やまゆり

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村
きたひろ市場 広島北ホテル
田原温泉5000年風呂 お好み焼き 三八 松浦
（株）サルボ両備　寒曳売店 （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）勝原白貫堂 おおあさ鳴滝露天温泉
広島アルミ工業内  ウオクニ（株）広島支店 （株）キャリアメイク

（株）広鉄二葉サービス

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場 （株）ホットスタッフ　広島
（株）フレスタ　サンクス店 （有）西漬　大朝工場

製造作業員
（工場作業）

（株）キャリアメイク 西川物産（株）千代田工場
津久田工業（株） （株）サルツ

（株）ショウワコーポレーション 広島イーグル（株）
テクノレイク（株） 小島紙器工業（株）千代田工場

（株）セイユー （株）タカノエンジニアリング
（株）ホットスタッフ　広島 （株）やまびこ　広島営業所

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング（株）広島支店

清掃
（株）さんびる （株）亀の家（アザレア千代田）
（有）ホームクリーン

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
大石農園 （有）千代田ファーム
三島食品（株）北広島町農園事業　紫の里

管理 大和ライフネクスト（株）
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合も あります。

平成28年11月8日現在 
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

東京オリンピックに便乗した
詐欺的な電話に注意

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［10 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,298 人 （6 減）

    転　入 66 人

    転　出 51 人

　 出　生 8 人

　 死　亡 29 人

    世帯数 8,533 世帯 （増減 0）

◆㈱植松電機　植松代表取締役の講演で
は、次のようなお話がありました。「ロケ
ットの打ち上げに成功した時は泣くほどう
れしいけれど、カウントダウンの時は泣く
ほどつらい。でも不安の向こうには喜びが
待っていて、失敗を乗り越えたら力にな
る」。また、先日、20 年間の野球人生に幕
を下ろした広島東洋カープの黒田博樹選手
も、苦難や試練を乗り越えれば、やがて大
きく成長するという意味の「耐雪梅花麗」
を座右の銘に掲げていました。人は失敗や
試練をどうしても避けてしまいがちです。
でも、ロケットの打ち上げ成功や、「最高
の引き際」は、あきらめずに試練を乗り越
えたからこその結果。２人の姿を見て深く
考えさせられました。

>>> Editor's postscript 編集後記

Stop
費者トラブル消

≪相談内容≫
　オリンピック関連の
団体を名乗る男性から

「東京オリンピックの入
場券を300万円申し込み
ましたね」と電話があっ
た。「頼んでいない」と
答えると「同様の被害に遭った人が他にもいる。
調査するつもりだがどうするか」と聞かれ、「お
願いします」と個人情報を伝えてしまった。そ
の後も「銀行の犯罪グループのリストに名前が
載っている」「警察には相談しないように」な
どと何度も電話があり、弁護士という人物から
は「口座を差し押さえられてしまうので手を打
たないと大変だ。銀行名を教えなさい」と言わ
れ、銀行名を伝えてしまった。（70歳代女性）

（参考：見守り新鮮情報　第 261 号）

≪アドバイス≫　
● 2020 年に開催される「東京オリンピック・パ
ラリンピック」に関連し、オリンピック関連の団
体名をかたる事業者からの詐欺的な電話に関す
る相談が寄せられています。今後も同様の勧誘
が増える可能性があり、十分注意が必要です。
●話を聞いてしまうと、個人情報を聞き出され
たり、金銭を要求されたりする場合もあります。
不審な電話はすぐに切り、絶対に応じないよう
にしましょう。
●少しでもおかしいと思ったら、すぐに、北広
島町人権・生活総合相談センター（消費生活相
談室）または広島県生活センターにご相談くだ
さい。

11月30日（水）

●国民健康保険税［ 6 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 6 期 ］

●固定資産税［ ４期 ］
●国民健康保険税［ 5 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 5 期 ］

 12月26日（月）

平成29年版広島県民手帳　販売中
　「平成29年版広島県民手帳」を
役場本庁及び各支所地域振興係で
販売しています。
　ポケット版  　630円（税込）
　デスク版　  1,200円（税込）　
問総務課 情報電算係
　IP☎０５０－５８１２－１８５０
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.9

【審査員賞】艶
つやもみじ

紅葉　〔撮影場所：千代田地域〕

【
第
10
回（
平
成
27
年
）審
査
員
賞
】

撮
影
者　
甲
野　
多
恵
子
さ
ん

（
広
島
市
安
佐
南
区
）

　
こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
は
、
昨
年

の
11
月
７
日
で
す
。
撮
影
場
所
の
古
保

利
薬
師
に
は
、
何
度
か
出
か
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
の
紅
葉
は
と

て
も
素
晴
ら
し
く
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
続
け
た
中
の
一
枚
で
す
。

　
私
が
写
真
を
始
め
た
の
は
、
写
真
塾

に
入
会
し
て
か
ら
で
す
。
美
し
い
雪
景

色
、
珍
し
い
草
花
や
神
楽
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
所
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
す

っ
か
り
北
広
島
町
の
虜
に
な
り
ま
し

た
。
写
真
は
ま
っ
た
く
の
素
人
で
し
た

が
、
毎
回
楽
し
く
写
真
を
撮
り
続
け
て

い
ま
す
。

　
北
広
島
町
観
光
協
会
の
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
、
初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。

ま
さ
か
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。「
一
期
一
会
」の
気

持
ち
を
大
切
に
、
沢
山
の
感
動
に
出
会

え
る
よ
う
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

北広島町
観光写真コンテスト　

締切間近11/30（水）まで

検索ぐるっと、きたひろしま

　北広島町の自然や史跡・民俗芸能などの魅力を表現
した作品を募集しています。募集要項など、くわしくは、
北広島町観光協会ホームページをご覧ください。
問北広島町観光協会
　IP ☎０５０－５８１２－６９０８


